
動産事業性 (知的ビジネス評価書）マーケティング戦略会議資料
当社の所有する知的財産を活用して事業を行いませんか。

外部提案資料



はじめに

事業性評価書 制度とは



はじめに

事業性評価書結果



戦略 1-1

事業化事前準備。市場動向



戦略 1-2

事業化事前準備。市場動向



戦略 2-1

事業評価プロジェクト１。販売方法及び製造手順

資金調達 •方法の取決め

広報

•展示会 代理店掘り起し

•提案書販売ツールの作成

•承認図、取説の作成

•ホームページでの広報

販売
•販売価格販売方法

•販売価格取決め

•官庁物品登録準備

市場調査
•他社製 価格 仕様

•製造原価調査

•販売価格検討取決め

基準
•製造基準作成 製品テスト

•PSE取得準備

•配光データー測定

製造
•販売価格販売方法

•販売価格取決め

•官庁物品登録準備



戦略 2-1

事業評価プロジェクト１。照明の特徴

ものづくり補助金、活路開拓支援事業を活用させて頂き東京ビックサイトにて展示させて
頂きました。

製品の特長は、照射方向が自由に変更できる点にあります。この技術は当社の特許技術
を使用したもので、ヒートシンク自体が回転させる事が可能な為、照射方向のコントロール
ができる。

また、数種類のLEDを組み合わせを工夫する事で、器具自体のバリエーションを増やす
事が容易です。その結果として、製造コスト、照明の種類、機能と言う点では、競争力強化
が期待できます。



戦略 2-3

商品化予定モデル LED照明の特徴

構造に注目

•可動ヒートシンク構造により、照射範囲調整が自由自在この事により、広角照射、狭角照射が容易。LEDの特徴である光の指向性
のメリットが最大にひきだせる。

•パーツ事の構造の為、全て分解できます。LEDチップを変更する事で異なる仕様の照明商品化が可能、量産した場合
結果的にコストの削減が期待できる。例えば（60W 80W 100W 120W 150W）１種類のケーシングで数種類の器具がつくれる。

参考、 電気容量 色温度 発光効率 調光システムなど考慮すれば、沢山のバリエーションが可能。

断面表示

拡大表示

球状のヒートシンクの向きを変えて照射方向
の変更が可能。



戦略 2-3

LED照明の適応性

構造に注目

•取付金具を制作する事で2灯用に、屋外用、屋内用また、1灯用は勿論比較的大容量の光源必要な場合であっても適応性にすぐれる。

•可動ヒートシンクならではの、軽量で小型 省エネに優れる。

屋外防水型

屋内天井取付型



事業を遂行する上での競争力強化

営業力+独自性商品=お互いの利益

問合せ先 熊本電気工業株式会社

代表取締役社長 熊本 元信

電話 0952-53-1088


